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まえがき

近年，視覚の基礎科学のみならず，

映像表現や工業製品の品質・デザイン

管理，コスメティクスといった技術応

用の分野でも「質感」という言葉が注

目されています．ところが，質感とは，

広義では物体を見たり触ったりするこ

とで感じる感覚全般を示す言葉であ

り，分野によって質感という言葉の指

す意味が異なる場合も存在していま

す．本稿では，映像情報メディアの分

野に直結する視覚的質感に着目し，前

半では分野による「質感」というキー

ワードの用い方の違いを紹介します．

後半では光沢感を例に，質感の知覚の

手がかりとなる画像特徴や質感の知覚

を変化させる外的要因の一つである照

明環境の影響について解説します．

分野ごとの「質感」

視覚科学の分野では，質感は，「光

沢感」や「透明感」のような，ある物体

の材質や反射特性，状態の推定から生

まれる感覚として扱われることが多

く，その知覚メカニズムの解明が進め

られています．また，最近では価値判

断に結び付く「好ましさ」や「高級感」

などの感性的な感覚も質感として扱わ

れることが多くなってきています．応

用分野の例としては，映像表現技術の

分野では，質感という言葉は物体のテ

クスチャや反射特性を示すことが多い

です．その一方で，工業製品のデザイ

ンや品質管理，コスメティクスといっ

た分野ではテクスチャや反射特性に加

え，物体やヒトの肌の表面を見て感じ

る「美しさ」や「高級感」といった感性

的な印象を含む意味で質感という言葉

を用いることが多いです．

質感という多次元の感覚をわかりや

すく区別するために，物体の反射特性

や見かけの材質と関連する質感を「物

質的質感」と呼称し，価値判断や感性

的印象と関連する質感を「感性的質感」

と呼ぶこともあります（図1）．

物質的質感 感性的質感

光沢感 高級感

透明感 美肌感

図1 質感の分類例

（一部画像はFlickr Material Database1）から利用）
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質感と画像特徴

われわれは物体表面を見ると，意識

せずともすぐにその表面から質感を知

覚することができます．これは視覚系

が質感の知覚のために，物体の網膜像

中に含まれるシンプルな画像特徴を用

いているためと考えられています．こ

の考えを元に，知覚される質感と画像

特徴の関連を調査する研究が盛んに行

われています．特に，光沢感は最もよ

く研究対象となる質感であり，多くの

知見が蓄積されています．例えば，物

体の2次元画像の輝度ヒストグラムの

歪度2）や標準偏差3）といったヒストグ

ラム統計量が光沢感の知覚を説明でき

ること（図2（a））や，画像上の光沢ハ

イライト（光沢ツヤ）の面積や鋭さ，

コントラストという画像特徴4）が光沢

感の知覚と相関すること（図2（b））が

報告されています．

照明が質感に与える影響

同じ物体であっても，物体を照らす

照明環境の違いが質感の知覚に影響を

与えることが知られています5）．特に，

照明の拡散性が重要なパラメータにな

ります．例えば，スポットライトや晴

れた日の太陽光のような拡散性の低い

照明環境と，拡散板を経由した光や曇

りの日の太陽光のような拡散性の高い

照明環境では，同じ物体であっても知

覚される質感に違いが生じます（図3）．

このような照明環境による質感の違い

も前述した物体の画像特徴で説明でき

ることが報告されています4）5）．

むすび

本稿では質感について，そのワード

が持つ意味の分野ごとの違いや，光沢

感を例に，質感知覚と画像特徴の関係

を調査する研究，さらに照明環境が質

感の知覚に与える影響の例を簡単に紹

介しました．質感は多次元な感覚です

ので，今回紹介した光沢感以外の質感

についての研究も数多くあります．質

感について基礎研究から応用研究まで

まとめた，「質感の科学－知覚・認知

メカニズムと分析・表現の技術」6）と

いう書籍もありますので，興味を持た

れた読者の方は是非手に取ってみてく

ださい． （2022年3月31日受付）
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図3 照明環境による質感の変化

（図は文献5）のFig.3から引用）
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図2（a）光沢の有無による輝度ヒストグラムの歪度の違いの例（図は文献2）のFigure 2

から引用），（b）光沢ハイライトに関連する画像特徴の違いによる光沢感の変化の

例（図は文献4）のGraphical Abstractから引用）．
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